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機　材 事業事例 対　　象 活用内容例 場　所

要 ひとみ望遠鏡 一般観望会（サタ☆スタ） 一　般 天体観望 観測室

要 ひとみ望遠鏡 大型望遠鏡案内 一　般 ひとみ望遠鏡の見学 観測室

要 ひとみ望遠鏡 幼児団体向け望遠鏡案内 保育園・所，幼稚園 ひとみ望遠鏡の見学 観測室

要 ひとみ望遠鏡 小学校４年生天文台学習（望遠鏡案内） 小学校 ひとみ望遠鏡見学・晴天時天体観望 観測室

要 ひとみ望遠鏡 小学校６年生天文台学習（望遠鏡案内） 小学校 ひとみ望遠鏡見学・晴天時天体観望 観測室

要 小中望遠鏡 移動天文台（ベガ号観望会） 一　般 公園等の地域出張観望会 地域（天文台外）

要 小中望遠鏡 特別観望会 一　般 天文現象の観望 天文台各室

要 中望遠鏡 中学校天文台学習（望遠鏡学習） 中学校 観察室での太陽観察等 観察室

付 小望遠鏡 サポーター/連携団体観望会 一　般 サタ☆スタ時のキャノピー前観望会 キャノピー前

付 小望遠鏡 初心者のための望遠鏡講座 児童（親子） 小型望遠鏡の操作・観望 学習室等

要 ひとみ望遠鏡 ひとみ望遠鏡体験観測会 中学生，高校生，一般 ひとみ望遠鏡での観望・記念撮像 観測室

要 ひとみ望遠鏡 インターネット観測体験会 小学校，中学校 インターネット操作（年1校程度） 観測室

要 中望遠鏡 観察室望遠鏡貸出（講習） ライセンスＡユーザー 中型（観察室）望遠鏡講習・貸出 観察室

要 中望遠鏡 学生望遠鏡貸出 小学生，中学生，高校生 ライセンスＡユーザー同伴での観察 観察室

要 小望遠鏡 小型望遠鏡貸出 許可者 講習修了者への小型望遠鏡貸出 地域（天文台外）

要 小中望遠鏡 小中学校教員養成講習 教職員 望遠鏡取り扱い操作講習 観察室等

要 ひとみ望遠鏡 市民観測員育成講習（観測提案講習等） 市民観測員希望者 大型望遠鏡操作･観測提案書講習等 観測室等

付 ひとみ望遠鏡等 天文学者体験観測「もし天」等 大学（高校生） 東北大・天文専攻等との企画 天文台各室

要 中望遠鏡 望遠鏡＋冷却CCDカメラ貸出（講習） ライセンスＢユーザー 中型（観察室）望遠鏡貸出 観察室

要 ひとみ望遠鏡 市民観測員観測 プロポーザル提案認定者 プロポーザル内容に基づく観測 観測室

要 ひとみ望遠鏡 共同研究観測 プロポーザル提案認定者 プロポーザル内容に基づく観測 観測室

要 ひとみ望遠鏡 委託観測（提案共同観測） 認定研究者・団体 提案内容に基づく観測 観測室

付 ひとみ望遠鏡他 開発研究（提案共同開発・測定） 認定団体・企業 提案内容に基づく観測 観測室等

独 自 要 ひとみ望遠鏡他 天文台スタッフ観測 スタッフ 広報，展示，研究，機器開発等 観測室等
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【望遠鏡分類凡例】

・小望遠鏡→移動可能な汎用型望遠鏡。仙台市天文台には高橋製作所製10㎝屈折望遠鏡がある。

・中望遠鏡→設置型望遠鏡。仙台市天文台では市民観察室及び移動天文車ベガ号設置の望遠鏡を想定する。

・ひとみ望遠鏡→口径1.3mの反射式望遠鏡。

　仙台市天文台のミッションを前提とし，市民に開かれた天文台としての伝統と，新天文台の望遠鏡利用を促進するために，社会教育施設として

の啓発レベルから，学術研究にも耐えうるレベルまでの幅広い観測要望に応じられるようにする。

　具体的な活用内容等は下表の通り。

　なお，仙台市天文台における「観測」を以下のように定義する。

　『観測とは，天体や宇宙の理解を深めるために，目的と計画を持って天体データ（画像等）を取得し，解析や科学的な考察を加えた結果を報

告・発表・公開する一連の作業をいう。』

利用者分類別の望遠鏡活用事例

仙台市天文台　望遠鏡活用指針　

連 携

要：要求水準で実施（モニタリング）が求められているもの，　付：要求にはないが付帯的に行うもの

【利用者分類凡例】

・市民Ａ→一般的な関心を持つ市民。マスコミ報道によって関心を持った市民。

・市民Ｂ→継続的な関心を持つ市民。初心者から愛好者までの天文ファン。

・市民Ｃ→高い関心を持ち，自主的に活動をしている市民。サークル・天文クラブ員。

・市民Ｄ→指導者，研究者。

　　　　　　　　　　　　　　　　※新天文台望遠鏡仕様等検討委員会作成「新天文台大型望遠鏡の仕様等に関する報告書（2003年8月）」より引用
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